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国際ワ ー ク シ ョ ッ プ 「束ア ジ ア に お け る イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ及び

移動性害虫 の蔓延 と 制御対策J 一一生態 と 管理一一
ひ ら い かず お なが た とおる

農林水産省農業研究セ ン タ ー 平井 一 男 ・ 永田 徹 *

標記の ワ ー ク シ ョ ッ プが 日 韓科学技術協力協定 を も と

に ， 平成 4 年度の科学技術庁重点国際交流制度 を利用 し

て 平成 4 年 9 月 20 日 "-'24 日 に 大韓民 国水原市 の韓国農

村振興庁熱帯農業会議室で約 150 名 の 参加者 を得て 開催

さ れた 。 本 ワ ー ク シ ョ ッ プで は イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の 生態

と 管理技術及び移動性昆虫の移動実態 と 予測法 に関す る

研究の進捗状況 な ら び に 今後の研究推進方向 に つ い て 論

議 し た 。 日 本か ら 10 題の発表 (岸本， 浅 山 ・ 中込， 木村，

武田， 小林， 田 中 ， 菅野， 那波 ・ 香 口 ， 吉沢， 平井) ， 韓

国， 中国， 台湾， ア メ リ カ か ら 各 2 題の発表があ っ た 。

今後の研究 を推進す る 上 に 有意義であ る の み な ら ず， 国

際研究協力 を 行 う 上 に き わ め て貴重 な ワ ー ク シ ョ ッ プ と

な っ た 。 以下， 新た な話題 を 中心 に講演要 旨の概要 を 報

告す る 。

I 侵入源 に お け る イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ

1 カ リ フ オ ル ニ ア に お け るイ ネ ミ ズゾウムシ

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ (Lissorhoρtrus 0η'zoρhil;附 KUSCHEL)

の研究 は ， 現在 ア ー カ ン ソ ー ， ル イ ジ ア ナ ， テ キ サ ス ，

カ リ フ ォ Jレニ ア の各州で行わ れ， 1993 年 ま で共同研究が

継続 さ れて い る 。 本種の有効薬剤であ る カ ル ポ フ ラ ン剤

は 1995 年 に は使用 中止に な り ， そ れ に代わ る 防除法の研

究が行わ れ， 農薬会社 は新製品 の 開発 を 目 指 し て い る 。

現在 の と こ ろ 成虫 に 有効な薬剤が多 い た め ， 散布時期や

成虫行動の研究， 特 に 産卵期の水田へ の侵入 と 水田 内 の

行動 に つ い て の研究が な さ れて い る 。 ま た ， 成虫の飛淘

及び歩行 と 気象 と の 関係が研究 さ れ， こ れ に基づいて播

種期の移動 に よ る 被害 回避 を 目 指 し て い る 。 さ ら に 早播，

晩播 に適す る 品種の育成の研究 も 行わ れて い る 。 成虫 を

死亡 さ せ た り ， 水田への侵入量 を減少 さ せ る た め の生息

地， 特 に越冬地管理， 誘引植生の 除去， 人工的 な越冬場

所の設置が試み ら れ て お り ， そ の た め に 飛行距離 と 頻度，

歩行， 休眠誘起 と 覚醒 に 関す る 十分な知見が必要 と な っ

て い る 。

産卵数 と 幼虫数の減少及び幼虫発育の遅延 を 目 的 に排

- 現在 : 農林水産省農業生物資源研究所
Spreads and Control Measures of Rice Water Weevil and 

Migratory Rice Insect P鎚ts in East Asia. By Kazuo HIRAI 
and Toru NAGATA 

水管理が各州で研究 さ れた が， 制御効果が安定 し な い こ

と ， 除草剤散布 な ど の栽培管理 と 競合す る こ と ， カ リ フ

オ ル ニ ア で は 水 田 へ の カ ダ ヤ シ の 導入 が 困 難 に な る こ

と ， さ ら に 水管理費が高 く な る な ど の た め に採用 さ れて

い な い。

耐虫性， 抵抗性の研究 は カ リ フ ォ ル ニ ア ， Jレ イ ジ ア ナ ，

テ キ サ ス で何年 も 行わ れ て き た が， 大 き な成果 は な い。

し か し ， カ リ フ ォ ルニ ア で は 耐虫性品種が育成 さ れ， 感

受性品種の 50"-'60%の被害 に 比べ， 10% の 被害 に抑 え ら

れ る よ う に な っ た 。 な お ， 水田周辺の被害 を抑止す る よ

う な 品種の 出現は期待 し て い な し h

以上の研究 を推進す る の に供試虫の大量増殖が必要で

あ る が， 現在の と こ ろ ， イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の飼育は成功

し て い な い。 今後， 成虫及 び幼虫 の栄養生理， 水 中 内 の

生態 を 解 明 し ， 大 量 増殖技 術 を 開 発 す る 必 要 が あ る

(GRIGARICK) 。

2 ア メ リ カ 南部 に お け るイ ネ ミ ズゾウムシの韓合

管理

ア メ リ カ の水稲で は イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ は重要害虫 で あ

り ， そ の加害 に よ る 減収 は 常 に 10"-'33% に達す る 。 イ ネ

ミ ズ ゾ ウ ム シ の 生態 と 加害様式 は南部 と カ リ フ ォ ル ニ ア

では大 き く 違 う 。 以下， ア メ リ カ 南部 に お け る 耕種的，

生物的， 化学的防除の研究， 寄主植物 の抵抗性， 被害 レ

ベル に つ い て 述べ る .

現在， カ ル ポ プ ラ ン粒剤 は イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の総合的

害虫管理の か な め で あ る 。 し か し ， ア メ リ カ 環境保護庁

(EPA) は 1995 年 に 他 の 有力 な 防除法が な い に も か か わ

ら ず， こ の粒剤 の使用 を 禁止す る 予定であ る 。

テ キ サ ス 州 で は イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ は 湛水前 に 活 動 す

る 。 成， 幼虫 は水田周辺 に 集合せず， 水回全域 に 分散す

る 。 湛水が産卵 と 幼虫発育 を誘起 し ， 幼虫 は 湛水後 3"-'4

週間で最多 に な る 。 幼虫 に よ る 根の 被害 は カ リ フ ォ ル ニ

ア 州 よ り 生育後期 に 起 こ る 。 被害 も 水 田 の 周 辺 に 限 ら ず

全体 に 及ぶ。 し た が っ て 南部で は 殺虫剤 を 水回全体 に 散

布す る 。

ア ー カ ン ソ ー州， カ リ フ ォ ルニ ア 州 ， ミ ズ リ 一件| で は

年一世代であ る が， メ キ シ コ 湾岸州 で は 年二世代 を 経過

す る 。 し か し ， 二期作への発生 は 少 な い 。 8 月 に 羽化 し た

成虫の 多 く は越冬 に 入 る 。
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化学合成殺虫剤が出現す る 前 は も っ ぱ ら 水田 の排水に

よ っ て ， イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ を 防除 し て い た 。 ア ー カ ン ソ

一件| で は 排水作業 は$10 . 95/ha か か り ， カ ル ポ フ ラ ン の

散布 よ り 高価 に な る が， 排水 に よ り 多収 に な る 。 反面，

排水 に よ り 肥料の損失が起 こ り ， 雑草防除が困難に な る

ほ か， 病気が発生 し や す く な る 。 さ ら に ， ア メ リ カ 南部

は多雨 (年間 1 ， 500 mm) な の で， 乾燥 さ せ に く い な ど の

欠点 も あ る 。

耐虫性 と 抵抗性の 研究 は ル イ ジ ア ナ 州 で行 わ れ て い

る 。 耐虫性の評価 は幼虫数， 根の評価， 草丈， 収量で行

う 。 現在 は， 研究段階で あ り ， 商品化 さ れた 品種 は な い。

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の生物的防除の研究 は 少 な い。 ア ー

カ ン ソ ー 州 で は 寄生性線虫 の 寄生が報告 さ れて い る 。 テ

キ サ ス で は線虫 の 一種 Steinernema caゆocapsae を利用

し て 40% を 防除 し ， 湿地や砂地へ放虫 し た 時 に は 80% を

防除 し た 。 し か し ， 寄生性線虫 の 場合， 生産 コ ス ト が高

い， 散布時期が難 し い， 処理前の 排水が必要， 太陽光線

に 弱 い ， 散布量が多量 に 必要， な ど の 理 由 で商品化 さ れ

て い な し 〉 。 今後， 殺虫 に 及 ぼす発育ス テ ー ジ の研究， 湛

水土壌 中 の 自 然制御生物 や 阻害物質 の 解明が必要 で あ

る 。

現在， 経済的被害許容水準 に つ い て は ， 1 コ ア (直径 10

cm， 深 さ 10 cm) に 10 頭の幼虫がい る と ， 360 kg/ha の

減収 を も た ら す こ と がわ か っ て お り ， 食葉茎率 に す る と

60%が許容水準 と 設定 さ れて い る 。 ア メ リ カ で は成虫 に

よ る 食害 は稲の生育 に 影響 し な い と さ れ， 幼虫発生の指

標 と さ れて い る 。 カ リ フ ォ ル ニ ア で は殺虫剤が予防的に

散布 さ れ る た め に ， 食葉茎率 は 1O�20%が経済的関値で

あ り ， こ れ を超 え た ら ， 排水 し カ ル ボ フ ラ ン を 散布 し再

び湛水す る 。 テ キ サ ス 州 で は ， ケ ー ジ を使用 し な い で経

済的被害許容水準 を 調査 し た が， 1 茎 に l 幼虫が い る と

100 kg/ha の減少 に な る こ と が明 ら か に な っ た 。

今後の イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の研究 : さ し 迫 っ た カ ル ボ フ

ラ ン粒剤 の使用 中止に伴い， 他の 防除法 の研究 を 推進 し

て い る が， 効果的 な 防除法 は ま だ な い 。 水 田 の排水 は有

効であ る が， 経済的 に 不利 で， 安定性 は 少 な い の で実施

さ れて い な い 。 湛水 を遅 ら せ る こ と に な お 可能性 は あ る

が， 今後の研究の積み重ねが必要で あ る 。

殺虫剤 に つ い て は カ ル ボ フ ラ ン に 代 わ る も の は な い

が， メ ー カ ー は新規化合物 の 開発 を 目 指 し て い る 。 研究

者 も 登録 に 向 け て研究協力 し て い る 。

経済的被害許容水準 も カ ル ポ プ ラ ン の使用禁止， 新品

種の普及， 耕種方法が代 わ る に伴い， 必要時 に薬剤散布

す る よ う に ， 修正す る 必要 が あ ろ う 。

生物的紡除 に つ い て は USDA で は イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ

の生物的防除の可能性 を 調査 し 始 め ， 糸状菌， 見虫病原

ウ イ 1レ ス を 含む生物的防除 を 目 指 し て い る 。

ノ T イ テ ク 研究で は イ ネ 体 に 有害遺伝子 を 導入す る 研究

が行わ れ， こ れ は IPM 計 画 の 重 要 な 柱 に な っ て い る

(WAY and WALLACE) 。

E 侵入地 に お け る イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ

1 鶴田 に お け る イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シの分散 と 管理

韓国で は 1988 年 7 月 に 最初の発生が認 め ら れ た 。 海港

か ら 侵入 し た よ う で あ る 。 成虫 は 風 に の っ て 飛期 し ， 移

動方向 も 風の影響 を 受 け る 。 し た が っ て ， 風向， 風の 有

無， 地形 を 調査す る こ と に よ っ て 移動方向が予想で き る 。

1992 年の水図面積 120 万 ha の う ち ， イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ

の 発生面積 は 4 万 ha で， 侵 入 当 時 の 約 14 倍 に 相 当 す

る 。 今後 4�5 年以 内 に 全域 に 広 が る と 推察 さ れ て い る

(LEE and UHM) 。

2 韓国 に お け る イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シの発生予察

越冬成虫 の移動 は 有効積算温量 63 . 1 日 度 (飛期筋発達

最低温度 14 . 9OC) で 50% の 個体が飛朔筋 を 発達 さ せ移動

す る 。 こ れ は野外の観察 と 一致す る 。 日 本で報告 さ れて

い る 91 日 度 ( 13 . 80C) と は若干異 な っ て い た (武田 ・ 永

田， 1987) (GOH and CHOI ) 。

3 台湾 に お け る イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シの発生

台 湾 で は 1990 年 3 月 に 島北部 の 桃園地 区 で発 見 さ れ

た 。 2 年間で 34 町 に 広が り ， 発生面積 は 1 万 5 千 ha に 達

し た 。 年二世代 を繰 り 返す。 発生 は 作期 と 同調 し て い る 。

発生量 は第一期作 に 多 い 。 第二期作 目 に は 分散す る 。 高

温， 排水管理， 糸状菌 の感染が発生の制限要因 に な っ て

い る 。 1 株 1 頭で 15% の 被害 を超 え る 。 殺虫剤 に つ い て

は苗箱処理， 散布処理， 水面散布が試験 さ れた 結果， カ

ル ボ フ ラ ン 3 G 50 g/箱 の 前 日 処理 が経済的及 び防除効

果の面か ら 良好であ っ た (SHlH and CHENG) 。

田 移動性昆虫の発生 と 制御対策

1 ト ビ イ ロ ウ ン カ の殺虫剤抵抗性 と 管理戦略

1982， 1983， 1985 年 に 侵入世代 の ト ピ イ ロ ウ ン カ を韓

国の南西部か ら 採集 し ， 地域間， 年次聞 の感受性の変動

を調査 し た 。 カ ーパ メ イ ト 系 の BPMC と MIMC に 抵抗

性が見 ら れた 。 カ ル ボ フ ラ ン と NAC， 有機 リ ン剤 に は軽

い抵抗性が あ っ た 。 こ れ ら は遺伝的， 生化学的特性 に よ

っ て 別個 に 獲得 さ れ た 抵抗性機構が関与す る こ と を 示

し， 適正な殺虫剤 を 選択 す れ ば防除可能で あ る と 推定 さ

れた 。 カ ル ボ フ ラ ン で 18 世代選抜 し た ト ビ イ ロ ウ ン カ の

抵抗性機構 を 調査 し た と こ ろ ， 抵抗性系統 は 各種の 殺虫

剤 に 交差抵抗性 は優性遺伝子 に遺伝 さ れ， 伴性遺伝， 細
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胞質遺伝 も し な い。皮膚透過性 は系統聞で差が な か っ た 。

抵抗性系統 は ， 排池量 と 代謝物質量 と も 感受性系統 よ り

大 き か っ た (AHN et aI. ) 。

2 緯固 に お け る 移動性昆虫の発生 と 気象

韓国で は ト ビ イ ロ ウ ン カ ， セ ジ ロ ウ ン カ ， ア ワ ヨ ト ウ

は重要な移動性昆虫 で あ る 。 移動性見虫の発生 を 1981 年

か ら 1991 年 の 4 月 15 日 �9 月 30 日 ま で 151 の 地 点 で

調査 し た 。 ウ ン カ 類の発生 は 6 月 下旬�7 月 下旬 ま で見

ら れた 。 多発地域 は， ト ビ イ ロ ウ ン カ は南西海岸地帯，

セ ジ ロ ウ ン カ は 中央地帯 と 南部海岸地帯で あ る 。 ウ ン カ

類の移動 と 低気圧の移動経路 は直接関係 な し 中 国大陸

に 大型低気圧が発生 し ， 高気圧域内 で温暖な南西風が吹

走す る と ， ウ ン カ 類が移動侵入す る こ と がわ か っ た 。 ア ワ

ヨ ト ウ の移動 は 5 月 中旬 か ら 6 月 下旬 に起 こ り 低気圧の

移動 と 関係 し ， 韓国 中央部 に発生が多 い (LEE and UHM) 。

3 中 国東北部 に お け る イ ネ ウ ン カ 類の発生 と 北方

移動

中 国東北部で発生す る ウ ン カ 類 は ト ビ イ ロ ウ ン カ ， セ

ジ ロ ウ ン カ ， ヒ メ ト ビ ウ ン カ で あ り ， 年 に よ り 多発す る 。

セ ジ ロ ウ ン カ ， ト ビ イ ロ ウ ン カ は東北部で越冬で き ず，

南方か ら 移動 し て く る 。 ヒ メ ト ビ ウ ン カ の幼虫 は雑草下

で越冬可能で あ る 。 3 種の ウ ン カ 類 は 年二~三世代発生

す る 。 移動月 日 と 移動量が大発生の誘起要因であ る 。 さ

ら に ， 移動世代 の個体群増殖に は気温， 水稲の生育状態，

成虫密度が関与す る 。 移出地域 は低気圧の暖域 に覆われ

た 地帯であ る 。 ウ ン カ 類の 空 中 の 水平移動 は南西風の吹

走域の 1 ， 500�3 ， 000 m の 高度 で起 こ る 。 侵入地域 は 前

線帯 と 亜熱帯高気圧帯 に よ っ て 支配 さ れ る (MA) 。

4 中 国北部 に お け る 移動性水稲害虫

中 国北部の移動性水稲害虫 は ト ビ イ ロ ウ ン カ ， セ ジ ロ

ウ ン カ ， コ プ ノ メ イ ガ， ア ワ ヨ ト ウ で あ る 。 こ れ ら の 昆

主 な 次 号 予 告

次 5 月 号 は 「新 しい農薬創製 を め さ'して」 の特集号

です。 予定 さ れて い る 原稿 は 下記の と お り です。

l . 新 し い農薬 を め ざ し て 高橋 正三

2 . ク ロ ロ ニ コ チ ニ ル系殺虫剤イ ミ ダ ク ロ プ リ ド の

殺虫活性 坪井 真一

3 . ピ リ ダ ジ ノ ン誘導体の幼若 ホ ルモ ン様物質

三宅 敏郎
4 昆虫生育制御剤 (IGR) べ ン ゾ イ ル フ ェ ニ ル ウ

レ ア 化合物の 開発 と 作用特性

虫 は 35・以北 で は越冬で き ず， 南方か ら 移動 し て く る 。 こ

れ ま で に 中 国東部か ら の移動経路 と 移動時期 は 明 ら か に

さ れ， 移出侵入の傾向予想 は南方の移出世代 の情報 に よ

っ て発報 さ れ， 短中期予報 は各地域で発報 さ れ る (SUN) 。

5 日 本 に お け る 水稲害虫の発生 と 気象 と の関係

水稲筈虫 を 移動性 と 定住性昆虫 に 分 け， 気象 は越冬期，

移動期， 繁殖期 に 分 け て ， 月 平均気温及 び月 降水量 と 発

生 と の 関係 を 解析 し た 。 ウ ン カ 類の発生 に は 気温 と 降水

量 に 大発生の レ ン ジ が あ っ た 。 移動期が温暖少雨の 年 に

多発 し て い た 。 こ の 気象条件 は イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ に も 共

通 し て 見 ら れた 。 圏内定着後の ウ ン カ 類 に つ い て は ， 増

殖期の 高温少雨が 9 月 の 多発 を 誘起 し た 。 1987 年以降の

暖冬 は， 斑点米 カ メ ム シ類の発生面積 を増加 さ せ て い る

(HIRAI) 。

お わ り に一一ーニ の ワ ー ク シ ョ ッ プに よ っ て

得 ら れた 具体的成果一一
17 年前 に 日 本 国 内 で発生が確認 さ れ た イ ネ ミ ズ ゾ ウ

ム シ は 日 本全国 に 定着 し ， 朝鮮半島， 台 湾 に も 生息 圏 を

拡大 し ， 中 国本土 に も 広が る 勢 い で あ る 。 ア メ リ カ で は

有効な殺虫剤が 2 年後 に使用禁止 に な り ， 新 た な 管理技

術の開発 に 向 け た 研究が推進 さ れ て い る こ と ， 研究の 飛

躍 に も 大量増殖技術が必要 な こ と が再認識 さ せ ら れた 。

日 本で は最近， 省力 防除体系が開発 さ れ て い る が， 水田

生態系 の生物相 に 及 ぽす農薬の影響 に 関心が集 ま り ， 環

境調和型防除技術の 開発 も 必要 で あ る と い う 意見が各国

か ら 提出 さ れ た 。 殺虫剤 に 依存 し て い る イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム

シ の 防除 に 生物， 生態的防除法 を採用 す る よ う に な れ ば，

環境汚染が少 な し 生態系 を 保全す る こ と も 可能 に な る 。

移動性昆虫 の 大発生 と 予測技術 の 開発 に つ い て は ， 中 国，

韓国 は 日 本以上 に 早急 に 解決 を 迫 ら れて い る 問題であ る

と の認識 を新た に し た 。

土岐忠昭 ・ 芳賀隆弘

5 . 天然 由来の 1 ， 2ー ジ チ オ ラ ン誘導体 を リ ー ド 化

合物 と す る 殺虫剤の 開発研究 光寺 弘幸

6 . 非殺菌性農薬の 最近の研究 ・ 開発動向 と 将来展

望 山 口 勇 ・ 関沢泰治

7 . べ ノ ミ ル耐性菌の 負相関交差耐性剤 の創製

藤村 真

8 . 最近の除草剤 の 開発 と 活性の 変遷 近内 誠登

9 農薬の代謝分解 と 活性の変動 元場 一彦

定期購読者以外のお申込みは至急前金 に て 本会へ

定価 1 部 700 円 送料 51 円

一一一 30 一一ー


